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第 171 回「言葉の院外処方箋」 

新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

『歴史からの学び』 〜 『ニューモア溢れる会話』 〜 

 

2023 年 4 月 29 日、講演会『北総がんカフェ in 佐原 & 小見川：樋野興夫先生 特別講演会 

〜 なぜ、がんカフェをはじめたのか ?』に招かれた（画像）。【『ひばりヶ丘駅―＞池袋

駅―＞日暮里駅―＞京成成田駅―＞成田駅―＞佐原駅』の電車の旅】であった。 『佐原は、

江戸時代から利根川水運の中継港として発展し、商人の町として栄えました』と説明されて

いる。 国の『史跡』に指定されている小野川の川沿いにある『伊能忠敬(1745-1818）旧邸、

記念館)を訪れた。 『伊能忠敬は、1800 年から 1816 年まで 17 年をかけて、日本全国を測

量し、「日本地図」を作りあげた人物』と謳われている。 

 

講演会は、総合司会：小見川教会の山田称子牧師、会場担当：佐原教会の三吉小祈牧師、ユ

ーカリが丘教会の大串眞牧師の『開会の挨拶』で始まった。 最初にドキュメント映画『が

んと生きる言葉の処方箋』の一部が上映され、筆者の講演の後は、3人のパネリスト（佐々

木はとみ氏、小林みどり氏、藤原琢哉氏）によるパネルディスカッションであった。 小林

みどり氏は、浄土真宗のお坊様であったので、【『空海（774-835）、最澄（767-822）、法

然(1133-1212)、親鸞（1173-1263）は、聖書を読んでいましたか ?  空海（真言宗）、最澄

（天台宗）は遣唐使として留学していた。 空海は新約聖書、最澄は旧約聖書を日本に持ち

帰ったのか? 遣隋使の時代の聖徳太子（574-622）の『17 条憲法』、親鸞の『歎異抄』には

聖書的な言葉もありますね!? 】と さりげなく質問した。筆者の島根県出雲市鵜峠の実家は、

法然の浄土宗の檀家で、中学生、高校生時代、浄土宗の開祖法然に関する本、弟子の浄土真

宗の宗祖親鸞の教えの『歎異抄』を熟読したものである。『歎異抄』に『人種、性別、年齢、

能力、貧富に関係なく、誰もが平等に「人間に生まれて良かった」と言える』とある。 筆

者は、昨年（2022 年）は『あんしんカフェてんねん』１周年記念イベントでの記念講演で

青梅市の『天寧寺』に赴いた。『天寧寺』は鎌倉時代の道元(1200-1253)(中国の宗に渡り、

1227 年に帰国）のゆかりの鎌倉時代に始まる曹洞宗の寺院である。 帰りは、成田教会の上

田博子牧師、佐々木はとみ氏、高橋あや氏と佐原駅から同席し、『ニューモア溢れる会話』

で大いに盛りあがった。 今回は、大変有意義な充実した貴重な『歴史からの学びの佐原の

旅』となった。 
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